



































































1 『蔭凉軒日録』蔭凉軒主季瓊真蘂の注文による住房雲頂院の壁画 2 仏間との境が一間であった調査報告書がある。












































































































































































































































































































































































































































































































1 武田恒夫 「障壁画」 日本の美術17  小学館  1971・5
2 武田恒夫 「元信  永徳  探幽」 日本の美術53  小学館 
1979・2
3 武田恒夫 「狩野探幽」 日本美術絵画館15  集英社 
1980・5
4 武田恒夫 「近世初期障壁画の研究」 吉川弘文館  1983・2
5 武田恒夫 「名古屋城本丸御殿障壁画集」 名古屋市 
1990・3
6 武田恒夫 「狩野派絵画史」 吉川弘文館  1995・12
7 山根有三 「大徳寺」 日本古寺美術全集23  集英社 
1979・9
8 土居次義 「狩野永徳／光信」 日本美術絵画館9  集英社 
1981・4
9 山岡泰造 「狩野正信/元信」日本美術絵画館7  集英社 
1981・9
10 鈴木廣之 「永徳・等伯」 名宝日本の美術  小学館  1991・7
11 松木寛 「御用絵師  狩野家の血と力」 講談社  1994・10
12 京都国立博物館 「室町時代の狩野派」 中央公論美術出
版  1999・4
13 「名古屋城」 障壁画全集  美術出版社  1967・6
14 「大徳寺真珠庵・聚光院」 障壁画全集  美術出版社 
1971・6
15 「元離宮  二条城」 小学館  1974・11
16 「本丸御殿の至宝  重要文化財  名古屋城障壁画」 名古
屋市博物館  2007・4
17 西和夫「大仙院本堂・霊雲院方丈の復元平面と狩野元信




1120-22  1989・1 〜 3
19 並木誠士「大徳寺大仙院檀那之間襖絵について：その革
新性についての考察」 京都大学研究紀要8  1987・
20 「生誕四〇〇年記念  狩野探幽展」 図録  日本経済新聞
社  2002・10
図はすべて参考文献中から作成されたものである。
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
37
参照挿図
図1
図2　大仙院方丈平面略図
図3
図4-1
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図6-1
図6-2
図5　霊雲院方丈平面略図
図4-2
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図7-1
図7-2
図6-3
図8　聚光院方丈平面略図（復元後）
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図9-2
図9-3
図10-1
図9-1
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図10-2
図11　勧学院平面図
図12
図13　表書院平面図
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図14-1
図14-2
図14-3
図14-4
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図15
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図16-2
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図16-3
図16-4
図17-1
図17-2
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図17-3
図18-1
図18-2
図18-3
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図20-2図20-1
図19　上洛殿平面図
図20-3
図20-4
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図20-5
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図22-1 図22-2
図21-4
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図22-4
狩野派のモチ フー配置・形状による鑑賞視線の展舒の方向性に関するノー ト
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図22-5
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